
平成１７年１１月１５日
経 済 産 業 省
東 北 経 済 産 業 局

特定商取引法違反の連鎖販売業者に対する取引停止命令（３か月）

及び同社の勧誘者（５名）に対する指示処分について

経済産業省は、健康食品、化粧品、マイナスイオン発生器等の連鎖販売業を行っ

ている株式会社アリックス 東京都中央区 に対して 同社の特定商取引法違反 虚（ ） 、 （

偽書面の交付）及び同社の勧誘者の同法違反（不実告知、断定的判断の提供、迷惑

勧誘）を認定し、同法第３９条第１項の規定に基づき、同社の連鎖販売取引を平成

１７年１１月１７日から３か月間停止するよう命じました。

また、併せて同社の５名の勧誘者に対しても、同法第３８条第２項の規定に基づ

き不実告知、迷惑勧誘等の違反行為を行わないよう指示しました。

１．株式会社アリックスの勧誘者は、連鎖販売契約の締結について勧誘するに際し、以下

の特定商取引法違反行為を行っていました。

（１）利益に関する不実告知（特定商取引法第３４条第１項）

① 「アリックスの仕事はだれにでもできる仕事なんです 」等と仕事の容易性を。

告げながら、

「会員甲は、ベンツを購入し、年収目標は、８，０００万円です 」等。

と高額な収入を得ている他の会員の例を挙げ、

又は 「一人紹介すると７３，５００円、３人紹介すると、２１万円が、

得られます 」等と規約に基づく報酬例を告げ、。

あたかも、アリックスと契約すれば、だれでも高額収入を得ている他の会員と

同様の収入や報酬例どおりの収入が得られるかのように告げていました。

② 「必ず儲かる 「毎月一定額の収入がある」等アリックスの会員になれば必ず」、

収入が得られると告げていました。

③ アリックスの場合、下位の会員が新規会員を勧誘して入会させるので、上位会

員は何もしなくても収入が得られると告げていました。

、 、 。しかし 実際には だれもがそのような収入を得ているわけではありませんでした

（２）利益に関する断定的判断の提供（特定商取引法第３８条第１項第２号）

同社の勧誘者は 「がんばれば儲かる」等と、利益を生ずることが確実である、

と誤解させるべき断定的判断を提供して、連鎖販売契約の締結について勧誘して



いました。

（３）迷惑勧誘（特定商取引法第３８条第１項第３号）

同社の勧誘者は 「考える時間を下さい 「明日朝早いので帰りたい 」等と、 。」、 。

契約を締結しない意思を表示している相手方に対し、長時間にわたり執拗に契約

を迫る等相手方に対し迷惑を覚えさせるような仕方で勧誘を行っていました。

２．同社は、相手方に対し、連鎖販売契約の締結前及び締結後に、取引の内容を記載した

書面を交付していましたが、両書面の「契約解除（クーリングオフ）に関する事項」の

欄に 「一部使用したり、消費した場合はクーリングオフは出来なくなりますのでご注、

（実際は、商意下さい」等とクーリング・オフに関して虚偽の内容を記載していました

。品を一部使用・消費していてもクーリング・オフは可能です。）

３．同社の５名の勧誘者が上記１．のとおり特定商取引法に違反する行為を行っていたこ

と及び同社が上記２．のとおり特定商取引法に違反する行為を行っていたことから、経

済産業省は、同法第３９条第１項の規定に基づき、同社に対して３か月間の取引停止命

令を行い、併せて当該５名の勧誘者に対しても、同法第３８条第２項の規定に基づき不

実告知、迷惑勧誘等の違反行為を行わないよう指示しました。

今回同社が取引停止命令を受けたことにより取引停止期間中は、今回指示を受けた５

名の勧誘者も含め同社のすべての勧誘者は、同社の連鎖販売取引の勧誘を行うことがで

きません。

【本件に関する問い合わせ先】

経済産業省消費者相談室 電話 ０３－３５０１－４６５７

北海道経済産業局消費者相談室 ０１１－７０９－１７８５

東北経済産業局消費者相談室 ０２２－２６１－３０１１

関東経済産業局消費者相談室 ０４８－６０１－１２３９

中部経済産業局消費者相談室 ０５２－９５１－２８３６

近畿経済産業局消費者相談室 ０６－６９６６－６０２８

中国経済産業局消費者相談室 ０８２－２２４－５６７３

四国経済産業局消費者相談室 ０８７－８６１－３２３７

九州経済産業局消費者相談室 ０９２－４８２－５４５８

沖縄総合事務局経済産業部消費者相談室 ０９８－８６２－４３７３



株式会社アリックス及び同社の勧誘者に対する行政処分の内容

１．事業者の概要

（１）統括者の概要

①事業者名：株式会社アリックス

②所 在 地 ：東京都中央区銀座二丁目１３番１８ アバンティーク銀座２丁目２０１

③代 表 者 ：代表取締役 大間 文登（おおま ふみと）

④資 本 金 ：１，０００万円

⑤設 立 ：平成１３年１２月２８日

⑥事業内容：健康食品、化粧品、マイナスイオン発生器等を購入して組織に加入した会

員が、これらの商品を購入して新たに会員となる者をあっせんすることに

より、組織を拡大していく連鎖販売取引

⑦特定負担：商品代金４０４，２５０円 ＋ スタータキット８，４００円、

年会費３，０００円

⑧特定利益：新規会員を加入させると７３，５００円、その上位者に７３，５００円、

またその上位者に５５，１２５円の流通差益等のボーナスが支払われる。

⑨契約件数：約３，５００件（２００４年１月～２００４年１２月）

⑩売上高：約２３億円（２００２年１２月～２００３年１１月）

⑪従業員：１０名

⑫会員数：約１９，０００名（平成１６年１２月現在）

（２）今回処分を行う勧誘者の概要

①平野 治（３０歳）

ⅰ）岩手県北上市在住

ⅱ）組織上の地位：エンタープライザー（最上位会員）

②平野 真夕美（２６歳）

ⅰ）岩手県北上市在住

ⅱ）組織上の地位：エンタープライザー（最上位会員）

③菅野 まゆみ（４１歳）

ⅰ）岩手県和賀郡東和町在住

ⅱ）組織上の地位：エンタープライザー（最上位会員）

④浅野 幸子（５０歳）

ⅰ）岐阜県岐阜市在住

ⅱ）組織上の地位：エンタープライザー（最上位会員）

⑤川村 みどり（４９歳）

ⅰ）岐阜県岐阜市在住

ⅱ）組織上の地位：エンタープライザー（最上位会員）

（注）同社の会員は、上位からエンタープライザー、エイジェント、グランダーの

３つのランクにわかれている。



２．取引の概要

株式会社アリックスは、その販売する健康食品等の販売をあっせんする者を、同社の

会員となって別の者を新たな会員とすれば 「流通差益 （新たに組織に加入した会員の、 」

） 、契約額の一定割合が得られるボーナス 等の特定利益を収受しうることをもって誘引し

その者と約４０万４千円の本件商品購入代金等の特定負担を伴う、健康食品等の販売の

あっせんについての契約を締結している。

典型的な勧誘の手口としては、入会して間もない会員が、電話で友人等に対して相談

したいことがある等と健康食品等を紹介する連鎖販売取引であることを隠匿して誘い、

相手方から何の相談かと聞かれても電話ではうまく伝えられないから会ってから話す等

と告げて、会う約束を取り付ける。約束した日に相手方をファミリーレストラン等の勧

誘場所へ連れて行くまでの間に、健康食品等を紹介する仕事であることを初めて伝え、

まだ仕事を始めたばかりなのでうまく説明できないから、説明できる人に会ってほしい

と告げる。勧誘場所では、勧誘者である上位会員が加わって、言葉巧みに、かつ深夜に

長時間にわたり勧誘を行う等して、健康食品等を購入して同社の会員となる契約を締結

させている。

【各層へのｺﾐｯｼｮﾝ配分（特定利益）】

×１５％＋消費税

＝５５，１２５円

×２０％＋消費税

＝７３，５００円

×２０％＋消費税

＝７３，５００円

取引の例

ｴｲｼﾞｪﾝﾄ

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｻﾞｰ

ｸﾞﾗﾝﾀﾞｰ

商品代金 385,000円
（消費税） 19,250円
ｽﾀｰﾀｷｯﾄ 8,400円
年会費 3,000円
【特定負担】合計415,650円

３５万ﾎﾟｲﾝﾄ

新規 購入者

獲得 ３５万ﾎﾟｲﾝﾄ

３５万ﾎﾟｲﾝﾄ

３５万ﾎﾟｲﾝﾄ

３５万ﾎﾟｲﾝﾄ

上位の会員に

ｺﾐｯｼｮﾝ発生

（商品販売ポイントの５５％分）入
会
・勧
誘
活
動



３．行政処分の内容

（１）株式会社アリックスに対する取引停止命令

平成１７年１１月１７日から平成１８年２月１６日までの間（３か月間 、特定商）

取引法第３３条第１項に規定する連鎖販売取引のうち、次の行為を停止すること。

①連鎖販売取引について勧誘を行い又は勧誘者に勧誘を行わせること。

②連鎖販売取引についての契約の申込みを受けること。

③連鎖販売取引についての契約を締結すること。

（２）勧誘者に対する指示

①株式会社アリックスの統括する一連の連鎖販売業に係る連鎖販売契約の締結につい

て勧誘するに際し、その連鎖販売業に係る特定利益に関する事項につき、不実のこ

とを告げる行為をしないこと。

②その連鎖販売業に係る連鎖販売取引につき利益を生ずることが確実であると誤解さ

せるべき断定的判断を提供してその連鎖販売業に係る連鎖販売契約の締結について

勧誘を行わないこと。

③その連鎖販売業に係る連鎖販売契約を締結しない旨の意思を表示している者に対

し、当該連鎖販売契約の締結について迷惑を覚えさせるような仕方で勧誘しないこ

と。

４．取引停止命令等の原因となる事実

＜勧誘者の違反事実＞

（１）不実告知（特定商取引法第３４条第１項第４号）

株式会社アリックスの勧誘者は、勧誘の際に、あたかも必ず収入が得られるかの

ように次のことを告げていたが、実際には、だれもがそのような収入が得られるわ

けではなかった。

ア．同社の勧誘者（平野治、平野真夕美、菅野まゆみ、川村みどり、浅野幸子）は、

規約に基づく報酬例若しくは高額な収入を得ている他の会員の例を示しながら、こ

の仕事は簡単にできる等と告げ、あたかも、だれでも若しくはあなたなら、報酬例

どおりの収入が得られる若しくは高額な収入を得ている他の会員と同様の収入が得

られるかのように不実のことを告げている。

具体的には、

「アリックスの仕事はだれにでもできる仕事なんです 」等（容易性トーク）。

と告げた上で、

「会員甲は、アリックスを始める前はデパートの店員でしたが、甲はアリック

スの中でも売上が伸びている人でベンツを購入しました。年収目標は、８，００

０万円です 」等と高額な収入を得ている他の会員の例（高額収入例トーク）を。

挙げ、

又は 「一人紹介すると７３，５００円、３人紹介すると、２１万円が得られ、

ます 」等と規約に基づく報酬例（報酬例トーク）を告げ、。



あたかも、アリックスと契約すれば、だれでも高額収入を得ている他の会員と

同様の収入や報酬例どおりの収入が得られるかのように告げていた。

イ．同社の勧誘者（平野真夕美、菅野まゆみ）は、必ず儲かる、毎月一定額の収入が

ある等アリックスの会員になれば必ず収入が得られると告げていた。

ウ．同社の勧誘者（平野治、川村みどり）は、アリックスの場合、下位の会員が新規

会員を勧誘して入会させるので、上位会員は何もしなくても収入が得られると告げ

ていた。

（２）断定的判断の提供（特定商取引法第３８条第１項第２号）

同社の勧誘者（平野真夕美）は 「がんばれば儲かる」等と、株式会社アリックス、

の統括する一連の連鎖販売業に係る連鎖販売取引につき利益を生ずることが確実であ

ると誤解させるべき断定的判断を提供してその連鎖販売業に係る連鎖販売契約の締結

について勧誘していた。

（３）迷惑勧誘（特定商取引法第３８条第１項第３号）

同社の勧誘者 平野治 平野真夕美 菅野まゆみ 川村みどり 浅野幸子 は 考（ 、 、 、 、 ） 、「

える時間を下さい 「明日朝早いので帰りたい 」等と契約を締結しない意思を表示。」、 。

している相手方に対し、長時間にわたり執拗に契約を迫る等相手方に対し迷惑を覚え

させる仕方で勧誘をしていた。

＜株式会社アリックスの違反事実＞

（４）虚偽書面の交付（特定商取引法第３７条第１項及び第２項、特定商取引法施行規則

第２８条第１項第８号及び第３０条第１項第３号）

同社は、同社と連鎖販売取引に伴う特定負担についての契約を締結する者に対し、

その契約締結に先立って 「アリックスメンバーズクラブ概要書面」と題する書面を、

交付し、また、連鎖販売契約を締結した場合には、その相手方に 「アリックスメン、

バーズクラブ入会申込兼商品購入申込書」と題する書面を交付している。これらの書

面の「契約解除（クーリングオフ）に関する事項」の欄には 「一部使用したり、消、

費した場合はクーリングオフは出来なくなりますのでご注意下さい」と記載されてお

り、これは、クーリング・オフに関し、これらの書面に虚偽記載を行っているもので

ある。

５．事例

【事例１】

株式会社アリックスの会員であるＡは友人Ｚを「明日ご飯食べよう 」と誘い、翌。
日の午後６時ころ、２４時間営業のファミリーレストランで会った。二人は、久し
ぶりの再会だったので、よもやま話をした後、Ａが副業をしている旨言ったので、
Ｚが内容を尋ねると 「今から来る人に聞いてみて 」とＡは答えた。断ると久し振、 。



りに再会したＡに悪いと思い、Ｚは話を聞くことを了承した。
勧誘者甲は、夜９時ころ、Ａ、Ｚがいるファミリーレストランに到着し、名刺を
渡しながら自己紹介して、アリックスの会社概要、健康食品、化粧品等の商品につ
いて説明をした後 アリックスに一人紹介すると７３ ５００円が入ります ラ、「 ， 。」、「
ンクが上がって下の人たちがアリックスに紹介するとそこからも一人につき７３，
５００円が入ってきます 「下の人たちが動くことによって何もしなくてもあなた。」、
に収入が入ってきます 」と告げた。さらに 「話を聞いてくれる人の名前を挙げて。 、
みて 」と甲に求められたので、Ｚは４、５人の名前を挙げたところ、甲は 「こん。 、
なにいれば大丈夫。この人たちががんばってくれるからお金が入ってくるんだよ 」。
と励ますように告げた。また、甲は「購入金額がチャラになるくらいの収入があり
ます 」とも告げた。さらに、甲は 「私は安い給料をもらってデパートで登山用品。 、
を販売していましたが、アリックスと出会い、今ではベンツを買えるようにもなり
ました。また、洋服も値札を気にすることなく自分が気に入ったものを買っていま
す 」と告げ、ほかにもパンフレットに載っている人を指し示し、その人の前職を紹。
介した上で 「ちょっとしか稼げなかった普通の人でもアリックスをやって月に何百、
万円も稼げるようになったんだよ 「 儲かる」ってどう書くか知っている？「信。」、「
じる 「者」って書くんだよ。アリックスを信じれば必ず儲かるから 」と告げた。」 。
甲は、がんばれば儲かる等と何度も告げ説明をしたので、時間がどんどん過ぎて
いった。Ｚはアリックスと契約する気持ちはなかったが、断るとＡに悪いと思いは

、「 。」 、 「 。」っきり断れず 保留にしてください と告げたところ 甲は 今日決めてほしい
と告げＺをなかなか帰さなかった。Ｚは、今日は決められないと何度も告げ、次回
の会う日を決めたので、ようやく帰ることができた。結局、Ｚはそのファミリーレ
ストランに深夜１時過ぎまでいた。

【事例２】

株式会社アリックスの会員のＢから会えないかと電話で誘われたＹは、用件を聞
いたところ、Ｂは「電話だとうまく伝えられないから会ってから話す 」と答えるだ。
けで具体的な内容を告げなかった。Ｙは翌々日、Ｂの家を訪れる約束をした。
約束の日、Ｙは仕事を終えてから、夜８時ころ車でＢの家に着いた。Ｂは「最近
仕事を始めたんだ。空いている時間にできる仕事なんだ 「自分ではまだ説明がで。」、
きないので、説明できる人を呼んでいる 」と言い、初めて仕事のことを告げて、勧。
誘者乙を紹介した。乙は、アリックスの会社概要、健康食品、化粧品等の商品を説
明した後 「一人紹介すれば、約７万円が収入として入るので、３人紹介すれば、そ、
の金額は２１万円になるからクレジットは払っていけるし、３人紹介することで、
組織のランクも上がって収入も増えるから心配ない 「ランクが上に上がれば営業。」、
活動をしなくても家にいるだけで月々６０、７０万円入ってくるから、今より遊び
に行けるよ 」と告げた。Ｙはあまりにもうますぎる話なので、そのまま鵜呑みにす。
ることはできなかった。さらに乙は「私なんかアリックスの仕事始めてから２か月
後に６０万円が銀行口座に振り込まれたので、びっくりした 」と告げた。さらに乙。
は、多くの人が写っているアリックスのパンフレットを示して 「この人はかつて土、
木作業員だったけれども、現在はアリックスの収入だけで食べている。アリックス

、 、 。」の仕事をするようになって 一括払いでベンツを買ったし 現在の年収は８桁だよ
と告げた。また、Ｙが隣接市の高校へ進学していたことを指し 「あなたは地元だけ、
じゃなく隣の市にも友達がいるから、友達多いでしょう。友達がたくさんいればい
っぱい紹介できるので稼げるし、稼げる仕事を紹介されるんだから友達にとっても
いい話なんだよ 「こんな条件のいい話に偶然巡り会うことは滅多になく、とって。」、



もいい話だからあなたの友達がこの仕事を紹介したんだよ 」と乙は告げた。。
Ｙは乙らの勧誘を受け、夜９時を過ぎた段階で乙らが「今日は夜遅いからこのへ
んでやめる 」という言葉を発することを期待したが、乙らには一向に勧誘をやめる。
気配はなかった。Ｙはあまりにもうますぎる話なので怪しく思い、契約する気には
ならなかったが、友人の紹介なのではっきり断る勇気がなく 「でもなー」等と告げ、
考えるそぶりをして、暗に契約したくない意思を表したが、乙は「説明でなにか引
っかかるところある？ 「とりあえず仕事をやってみて、だめだったらやめればい」、
いんだから 」等と告げ契約するよう迫った。Ｙは何度も暗に契約したくないと表し。
ても、乙らは気にする気配が全くなく、契約書にサインしないと帰してもらえない
のではないかとＹは思った。Ｙは契約書にサインさえしてしまえば、とりあえずこ
の場から逃れられると思い、いやいやながらサインすることにした。この時点で夜

、 。１１時３０分ころで 結局サインを終えてＢの家を出たのは深夜０時を過ぎていた

【事例３】

株式会社アリックスの会員Ｃは職場の部下Ｘを昼食に誘い時間を空けておくよう
に告げた。Ｘが用件は何かと聞いてもＣは時間を空けておくようにと告げるのみだ
った。二人は昼食後、上位の会員が開設している事務所へ行った。そこで、勧誘者
丙と会員Ｄは名刺を差し出して自己紹介し、会社概要、健康食品や化粧品等の商品
について説明した後、有名会社の広告費の例を挙げその上で 「あなたはアリックス、

。」 。 「 。」のことを日本全国の一人一人に宣伝できますか と質問した Ｘが できません
と答えると、丙は続けて「それじゃ、３人だったら宣伝できますか 」と問いかけた。
ので、Ｚは３人くらいなら簡単にできるだろうと思い 「３人くらいなら私にもでき、
ます 」と答えた。また、丙は「アリックスに一人紹介すると７３，５００円が入り。
ます 「３人紹介すると２２０，５００円が入り、エイジェントというランクに昇。」、
格します 「エイジェントになると自分が仕事しなくても下のグランダーが動くの。」、
でそこから収入が入ってきます と告げた さらに 丙はパンフレットを示し こ。」 。 、 、「
の人は時給６８０円のパートタイマーでしたが、今ではアリックスの母と呼ばれ、
岐阜でトップの人です 」と告げた。丙は自分自身のことについて 「私は以前学校。 、

、 。の教師をしていましたが アリックスの方が稼げるので今はこれ一本でやってます
。」、「 。ベンツも買いました 私の夢は娘と一緒に体操クラブのジムを経営することです

１億円くらい必要ですが、それも後２年もすれば貯まります 」と告げた。Ｘはこの。
ような言葉から丙は既に８千万円くらいは貯まっていると想像した。
Ｘは即決することができなかったので 「わかりました。考えさせてください。時、
間をください 」と言って、半分腰を浮かせて帰ろうとしたところ、丙とＤは 「ま。 、
あ、まあ 」と言って、Ｘを引き止めた。さらに丙らは「一度帰ってしまうと気が変。
わってしまうので、決断するのは今しかない 「絶対いいからやろう 「みんな。」、 。」、
で儲けて笑おう 」等と告げ契約を迫った。さらに丙とＤは 「絶対得する 「私を。 、 。」、
信じて 「俺を信じて 「損はさせない 」等と告げ契約することを迫った。いく。」、 。」、 。
ら考えるなどと告げ断っても、丙は聞き入れそうもなかったので、Ｘは、契約書に
サインしないと帰してくれないのではないかと思った。Ｘは、とりあえず、サイン

、 。 、 、さえしてしまえばここから逃れられると思い サインすることにした 結局 Ｘは
当該事務所で午後１時くらいから午後７時くらいまで勧誘を受けた。


